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◇塩ビリサイクル支援制度 

（使用済み廃棄樹脂窓から回収した再生塩ビの水平リサイクル技術の開発） 

 
 塩ビ工業・環境協会（以降、VEC）では、PVC の再資源化に関する調査・研究の推進

を図る為に 2007 年に塩ビリサイクル支援制度を創設し、PVC のリサイクルを可能にす

る新たな技術開発等に支援をしてきました。この度、2024 年度に 10 件目の採択となっ

た日本資源技術株式会社（以降、日本資源技術）の「使用済み廃棄樹脂窓から回収した

再生塩ビの水平リサイクル技術の開発」について、当初の開発目標を達成したので、2026
年 3 月に成果報告会を実施しました。 
 
 今回の成果を紹介する前に、既存技術について触れておきます。日本資源技術の既存

再生化施設は、主として磁力選別機とジグ選別機で構成されておりました。ジグ選別と

はもともと、有用鉱物を脈石（不要鉱物）から分離するための主要手段として広く利用

されてきた技術です。それを同社が北海道大学と共同でプラスチックの湿式比重選別装

置として開発したものです。2003 年に同社に設置され、複合機や家電、プラスチックパ

レット、パイプ等の選別と再資源化に利用されてきました。 
 
 既存再生化施設で樹脂サッシ（フレーム）を再生処理する手順の概略は以下の通りで

す（図 1）。 
（１）ベルトコンベア幅や投入口サイズにあうようにサッシを所定の長さ（30～40cm 程

度）に事前に切断します。 
（２）磁力選別工程において鉄などの磁性金属を回収します（平均回収率約 40%） 
（３）ジグ選別機（1 槽目）でステンレス（同約 3%）やアルミニウム（同約 6%）など

の非鉄金属を選別回収します。 
（４）残った樹脂類を湿式二次破砕して 12mm メッシュに通します 
（５）ジグ選別機（2 槽目）で水に沈む PVC と水に浮く樹脂（PP 等）を選別します 
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 既存再生化施設では、投入量を 100 とすると PVC の回収率は平均しておおよそ 50 で

あり、その中に約5%の不純物が混在していることが判りました。この約5%の不純物が、

既存再生化施設で得られた硬質 PVC を再びサッシ原料として使用する「水平リサイク

ル」を実現する上での最大の障壁となっていました。 
 
 硬質 PVC 以外の異物としては、樹脂窓を構成する部品由来（図２）の他、住宅施工時

に気密性を高める為に躯体と樹脂窓の隙間を埋める「コーキング剤（シリコーンシーラ

ント）」等の異物等、使用済み樹脂窓の回収時に混入する他の廃棄物由来、および再生

事業者で扱っている樹脂窓以外の廃棄物由来、等と多種多様な異物の混入が想定されま

す。異物の種類それぞれに適した選別方法は異なりますので、既存設備で得られた硬質

PVC フレークに混入している異物の種類を日本資源技術が詳細に調査しました。その結

果、小さなアルミ片やナイロンの他、軟質樹脂（軟質 PVC、ゴム、コーキング剤等）や

軽量物（フィルムやシール等）が残存していることが判りました。 
 

図 1 既存再生化施設の概略図  
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図 2 樹脂窓の部品と異物の事例  
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 異物残留量の目標値を既存施設のおおよそ 10 分の 1（約 0.5%）として選別装置メー

カーにて評価実験を繰り返しました。その結果、硬質 PVC と異物それぞれの摩擦抵抗の

差、帯電特性差、分光特性差（近赤外線）、色彩差などによって不要な異物を高度に選

別除去できることが判りましたので、上記選別装置で構成される高度選別処理施設を導

入することになりました。 
 
１．風力選別機：軽量な不要物やフィルム状のものを風で吹き飛ばし除去します（図 3）。 
 
２．シリコン選別機（2 基）：軟質 PVC や粘着剤など、摩擦抵抗が大きく粘着性のある

物質を除去します。硬質物は回転盤上で滑らせ、粘着性（摩擦抵抗）の大

小によって落下位置を分離する仕組みです。1 基目で軟質物の大半を除去

し、2 基目でより厳密に、多少の良品（硬質）を犠牲にしてでも不純物を

徹底的に取り除く 2 段構えの構成となっています（図 4）。 

３．静電分離機：乾燥機中で摩擦帯電させて帯電列の違いを利用します。PVC は負に帯

電するため正極側に、ナ

イロン等は正に帯電す

るので負極側に引き寄

せられます。帯電し難い

金属片等は中央に落下

する仕組みです。この静

電選別を 3 回繰り返し

て硬質 PVC の純度を約

98%以上（異物量は 2%
以下）にまで引き上げま

す（図 5）。 
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図 4 摩擦抵抗選別の動作原理  

図 5 静電選別の動作原理  



４．近赤外線／色彩選別機：最後に色調と材質の違いを高精度で認識することによって

不純物を高度に除去します。まず RGB カメラで「黒」などの有色物を識

別・除去し、次に近赤外線を照射してその吸収・反射波長から硬質 PVC
以外の材質を検知してエアガンで吹き飛ばします。この工程を 2 回繰り

返すことで異物を目標の 0.5%以下に抑え、極めて高い純度を実現する事

が可能となります（硬質 PVC の純度≧99.5%）（図 6）。 

 
 導入した高度選別処理施設を用いて、2025 年 4 月から 9 月にかけて 5 回の実証実験

を行いました。風力選別と摩擦抵抗選別は初回実験から条件の大きな変更はありません

でしたが、静電選別と近赤外選別に関しては、それぞれ、コンベア等の付帯設備の整備

状況に応じて、各回の選別条件を適宜調整しながら実施しました。当初は一部が手動投

入である事や繰り返し回数が不十分な場合がありましたが、第 5 回では完全自動化して

実証実験を行いました。連続運転時間は 1 時間程度の短時間ではありますが、おおよそ

1,000kg／時間の処理能力で硬質PVC が 99.7%という当初目標の純度を達成できること

を確認しました。 
 
 上記の様に数値上は当初目標を達成することが出来ましたが、今後、商業ベースで安

定操業するためには幾つかの課題が抽出されました。特に、下記の様な北海道の気候に

起因する季節的要因が大きな問題となり得ることが判りました。 
 
■夏季の課題：夏場の高湿度が原因で帯電効率が損なわれ、これにより静電選別の精度が

落ちるという課題を抽出しました。 
■冬季の課題：屋内でも氷点下（外気温-10℃、工場内-6℃）になる冬場では、温かい静電

分離機から排出されたフレークが短時間で結露し、表面に水滴が付着して

しまう問題が確認されました。 
 
 これらの湿度に起因する課題は、年間を通じた品質のばらつきに繋がる可能性があり

ます。日本資源技術としては、今後 1 年程度をかけてこれらの季節的要因に対応するた

めの条件調整や実験を重ね、年間を通した環境下でも安定した品質のリサイクルフレー

クを製造できる操業体制を確立していく予定です。 
（鈴木） 

 
 

図 6 近赤外／色彩選別の動作原理  



 

 

◇キャリア教育教材「おしごと年鑑  2026」に協賛しています  
 
 塩ビ工業・環境協会（VEC）は、「おしごと年鑑 2026」（6 月 18 日発行、朝日新聞

社）に協賛しています（今回で 7 回目の協賛になります）。 
 
 文部科学省が推進しているキャリア教育では、「働くこと

の大切さの理解」などを目的に、職場体験や企業訪問、出前

授業、工場見学などの取り組みが進められています。 
 企業や団体の仕事を分かりやすく解説した「おしごと年鑑」

は、企業と小中学校を結ぶキャリア教育向けの副教材として、

総合学習や職業体験の授業で使われています。日本全国の

小・中学校（28,460 校）、ろう学校（99 校）、教育委員会、

院内学級、児童養護施設、海外日本人学校、こども食堂など

に合計 72,500 冊が寄贈されるほか、市販本としても発行さ

れます。 
 
 「おしごと年鑑 2026 版」では、子どもたちにとって身近な 106 のテーマに、企業や

団体がズバリ回答します（下に代表例を挙げました）。子どもたちは日本を代表する企

業の仕事を豊富な資料とかわいいイラスト、分かり易い文章で楽しく学べるようにでき

ており、子供たちがワクワクしながら社会や経済のしくみを理解できる一冊となってい

ます。1 つのテーマについて見開き 2 ページにギュッとまとめられているので読みやす

く、夏休みの自由研究や自学ノートなどの参考になる情報がきっと見つかります。 

【企業・団体とテーマ】 
・お砂糖はどうして白いの？（ウェルネオシュガー㈱） 
・こすると消せるペンってどんなもの？（㈱パイロットコーポレーション） 
・ドームの広い会場でも、最高の音と映像が届くのはどうして？（ヒビノ㈱） 
・地球でいちばん力持ちの生き物は何？（㈱キトー） 
・ファッション通販サイトの仕組みってどうなっているの？（㈱ZOZO） 
・朝の放送番組はどう作られているの？（朝日放送テレビ㈱）  等々… 
 

 VEC のページは『街のいろんなところで、塩ビが使われているってホント？』という

タイトルで掲載。身近な暮らしの中で幅広く使用されている塩ビ製品、および、そのリ

サイクル事例などを分かりやすく紹介しています（下図、118~119 ページ）。 
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 昨年、VEC が実施した出前授業やキャリア教育（企業訪問）では、子供達から「おし

ごと年鑑を見たことがある」という声を聴くことも多くなり、おしごと年鑑が教育の場

に浸透しつつあることを実感する機会が増えてきました。 
  https://www.vec.gr.jp/lib/lib3.html 

 
 「SDGs ってなに？」のコーナー

では、『塩を 60％含むプラスチッ

ク「塩ビ」』（268 ページ）を掲載

しました。海水の塩からつくられる

プラスチックとして、その特徴を分

かり易く紹介しています（左図）。 
 
 

 また、先生向けに「おしごと年鑑 2026 の使い方」という特集ページがあり、そこで

VEC とサーモス㈱のページを組み合わせて使うアイデアが紹介されています。小学 6 年

生の総合的な学習の時間

に「環境にやさしい取り組

み」として身近な魔法びん

や、塩ビの特長とリサイク

ル方法を知り、それが環境

を守ることにつながってい

ることを知るというねらい

だそうです（右図、296ペー

ジ）。 
 
 

 

https://www.vec.gr.jp/lib/lib3.html


 
 ウェブサイト「おしごとはくぶつかん」では

「おしごと年鑑」の掲載記事を読むことができ

ます。ページの最後には復習用に、仕事に関連

したクイズが用意されており、ゲーム感覚で繰

り返し学べます。 
 https://oshihaku.jp/ 
 
 また、ウェブサイトの「おしごと見学」コー

ナーではオンラインで楽しみながら学べる動画

やゲームを紹介しています。VEC は動画を配信

していますので、是非ご覧ください。 
（鶴見） 

 

https://oshihaku.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=umRIzhz_MDM
https://oshihaku.jp/kengaku/

